
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
し
い
年
を
無
時
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

「
飛
躍
」
の
三
学
期
、
目
標
を
実
現
さ

せ
、
有
終
の
美
を
飾
っ
て
く
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 

令和４年１月 1 9 日 

新宿区立新宿西戸山中学校  

校 長  佐 藤  浩 

副校長  多久  知明 

★ 「５Ｇ Connected City 西新宿2022 ～つながるまちと新たな生活～」 オンライン開催イベント（観客な
し）への本校生徒の参加のお知らせ 
東京都は、５Ｇが実現する未来を語り、体感できる「スマートＴＯＫＹＯ推進ウィーク」を開催しま

す。そのイベントの一つとして、５Ｇや先端技術がもたらす新たな生活を体感できる表記のオンライン
イベントを開催します。イベント特設ページ上では、東京スカパラダイスオーケストラによる５Ｇを活
用した遠隔音楽セッションを行いますが、なんと、このセッションに本校吹奏楽部が参加し、東京スカ
パラダイスオーケストラとコラボすることになりました。このような大変貴重な機会を本校吹奏楽部に
与えてくださった関係者の皆様に心より感謝申し上げます。生徒、保護者の皆様も、ぜひ、オンライン
でお楽しみください。（※吹奏楽部の生徒は、感染対策を徹底して行った上で参加します。） 
■開催概要（オンライン開催）  
日時 ：令和４年１月22日（土曜日）15時～15時30分  
概要 ：特設ページにおけるライブ動画配信  ※本校吹奏楽部と東京スカパラダイスオーケストラ

とのコラボ（５Ｇを活用したリモートセッション） 
特設ページ：https://5g-connected-city.metro.tokyo.lg.jp  

     

 
  

校
長 

佐
藤 
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
十
七
日
間
と
長
い
冬
休
み
で
し
た
が
、
事
故
や
事
件
も
な
く
、
全
校
生

徒
が
そ
ろ
っ
て
元
気
に
始
業
式
を
迎
え
、
無
事
に
新
し
い
年
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

昨
年
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
新
宿
西
戸
山
中
学
校
は
、
開
校
十
周
年
記
念
式
典
を
実
施
し
、
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
二
年
ぶ
り
に
全
校
生
徒
が
揃
っ
て
式
典
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
学
校
外
部

の
多
く
の
方
々
か
ら
生
徒
の
参
加
す
る
姿
勢
が
と
て
も
立
派
で
あ
っ
た
と
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
う
し

た
生
徒
の
様
子
か
ら
、
先
輩
の
力
、
良
さ
が
確
実
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
、
と
て
も
頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。 

二
〇
二
二
年
以
降
は
、
本
校
の
先
輩
が
こ
れ
ま
で
創
っ
て
き
て
く
れ
た
伝
統
の
継
承
と
更
な
る
発
展
を
目
指
し
、
全
校

生
徒
が
力
を
合
わ
せ
、
毎
日
を
有
意
義
に
、
そ
し
て
、
よ
り
力
強
く
、
過
ご
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
を
改
め
て
、
全
教
職
員
と
全
校
生
徒
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
方
で
確
認
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

さ
て
、
い
よ
い
よ
三
学
期
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本
校
で
は
三
学
期
を
教
育
目
標
の
「
飛
躍
」
を
目
指
す
学
期
と
位
置
づ

け
、
進
路
を
中
心
に
学
習
活
動
を
進
め
る
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
「
飛
躍
」
と
は
、
「
夢
や
希
望
の
実
現
を
目
指
し
、

自
ら
の
可
能
性
を
信
じ
て
挑
戦
す
る
」
こ
と
で
す
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
今
年
、
特
に
こ
の
三
学
期
に
は
、
次
の
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。 

中
学
生
時
代
は
、
失
敗
を
恐
れ
ず
に
イ
ノ
シ
シ
の
よ
う
に
猪
突
猛
進
、
前
を
向
い
て
ま
っ
す
ぐ
突
き
進
み
、
挑
戦
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
挑
戦
を
意
味
あ
る
も
の
、
価
値
あ
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
あ
え
て
途
中
で
立
ち

止
ま
り
、
振
り
返
っ
て
じ
っ
く
り
と
考
え
、
改
め
て
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
物
事
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

は
、「
受
け
入
れ
る
」
イ
ン
プ
ッ
ト
、「
自
ら
考
え
る
」
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
、
そ
し
て
、「
発
信
す
る
」
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
流
れ

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
、「
自
ら
考
え
る
」
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
を
意
識
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。 

現
代
は
情
報
化
社
会
で
す
。
様
々
な
情
報
が
溢
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
自
ら
取
捨
選
択
し
て
、
こ
れ
は

自
分
に
必
要
な
情
報
、
必
要
な
刺
激
で
あ
る
と
認
識
し
た
も
の
を
受
け
入
れ
、
イ
ン
プ
ッ
ト
し
、
そ
の
上
で
、
自
ら
し
っ
か

り
と
考
え
、
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。 

新
宿
西
戸
山
中
学
校
で
は
、
生
徒
が
主
体
と
な
る
学
校
を
目
指
し
、
特
に
生
徒
会
活
動
や
学
校
行
事
な
ど
に
力
を
入
れ

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
取
組
の
過
程
に
お
い
て
、「
自
ら
考
え
る
」
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
を
重
要
視
し
、「
な
ぜ
こ
の
取

組
が
必
要
な
の
か
」「
自
分
た
ち
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
」
な
ど
と
、
し
っ
か
り
と
考

え
抜
い
た
上
で
、
行
動
に
移
し
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
う
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
全
て
の
生
徒
が
自

主
・
自
律
の
力
を
確
実
に
身
に
付
け
、
人
と
し
て
の
総
合
力
を
よ
り
一
層
高
め
て
い
っ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

１月 22 日(土) 吹奏楽部が東京スカパラダイスオーケストラとコラボします！ 



               

令和４年１月１４日(金)金曜日に、第３回校則検討委員会が開かれ、「廊下に

出る時の上着の着用」について検討しました。生徒代表として、生活委員長、副

委員長、学年代表の皆さん、そして、生徒会本部役員の皆さんが参加しました。

生活委員長のＡさんが、事前にまとめた全校生徒の意見を説明し、そこに込めら

れた思いや願いを伝えてくれました。Ａさんが話す姿は、堂々としていて力強く、

本当に立派でした。とても説得力あるものでした。原案として「教室外でブレザ 

ーを脱いで過ごすことを認める。」ことが提案されましたが、校則検討委員会の保護者部会、地域協働学校部

会もこの提案に賛成の意思を示し、最終的に以下のように決定しました。 

「教室外でブレザーを脱いで過ごすこと」の扱いについて 

○教室外でブレザーを脱いで過ごすことを認める。 

○このことは、令和４年１月１７日（月）から適用する。 

○令和４年１月１７日（月）の全校朝会の場で、生活委員長から「校則検討 

委員会」における協議の様子、及びその結果を報告するとともに、これか 

らの学校生活を送る上での留意事項等について呼び掛ける。 

○教室外でブレザーを脱いで過ごすことを認めたことによって、何らかの問 

題が生じた場合は、直ちに生活委員会が中心となって解決に向けた具体策を検討し、全校生徒で対応していく。 

校則は、生徒が自らの安全や健康を守るとともに、生徒自身で検討したり、自ら進んで守ったりすること

を通して、社会性を育んでいくという役割を担っています。なぜ、そのルールがあるのかという目的や意義、

そのルールを守ることによって得られる効果などについて、生徒自身がしっかりと説明できる校則、そして、

生徒自身が主体的に進んで守ろうとすることができる校則となるように、今後とも機会あるたびに、よりよ

い校則の在り方について、皆さん一人一人が自覚と責任をもって、しっかりと考えていってくれることを期

待します。教職員もしっかりと考えていきます。 

なお、校則はもとより、それ以外にも生徒会の各種委員会の活動や学級の問題の解決に向けた取組など、

学校生活に係る全ての取組において、生徒自身で、なぜその取り組みが必要なのか考えたり、よりよい形は

どんな形なのか考えたりして、より豊かなものへと改善していくことは、変化の激しい社会を生き抜いてい

く力を向上させていくことへとつながります。 

これからは、どのようなことにおいても、すべての生徒が積極的に「自ら考える」ことを大切にしていっ

てくれることを期待しています。 

 

 

東京新宿ロータリークラブ主催の「第２０回新宿区小・中学生俳句コンクールの授賞式が、令和４年１月

１７日(月)、新宿区教育センターにおいて開催されました。本校からは受賞した１５名のうち、６名が出席

しました。今年度は２、１０３句の応募があり、３０句が受賞し、その内の半数の１５句が本校生徒の作品

でした。東京新宿ロータリークラブの皆様から「コロナ禍をもろともせず、ユニークで感性豊かな素晴らし

い多くの作品に出会え、コンクールを開催する私どもが児童生徒たちからたくさんの励ましを与えていただ

きました。」とお褒めの言葉をいただきました。なお、本校生徒の頑張りにより、新宿西戸山中学校は「学校

賞」をいただきました。校長として生徒に感謝するばかりです。ありがとうございます。そして、受賞おめ

でとうございます。 
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1  

令和３年度 第２０回 新宿区小・中学生俳句コンクール １５名が賞を受賞！ 

◎「最優秀賞」２年Ｃ組 Ｂさん ：一人での 祖父の墓参り 「また来るね」 

○「優秀賞」 １年Ｄ組 Ｃさん ：流れ星 三度の願い 言えぬまま 

       １年Ｂ組 Ｄさん ：頬染めて 君のそで引く 夏祭り 

       ２年Ｃ組 Ｅさん ：夏の海 ひとりぼっちの 貸しパラソル 

・      ３年Ａ組 Ｆさん ：夏休み 「明日やろう」は 魔の誘い 

・「入選」   １年Ｂ組 Ｇさん ：クローバー 幸せなのは 探すとき 

     ２年Ａ組 Ｈさん ：夏祭り 夜空に響く 太鼓の音 

２年Ｂ組 Ｉさん ：朝暑し 日陰を探す 通学路 

２年Ｂ組 Ｊさん ：雨蛙 雨だ雨だと 嬉し泣き 

２年Ｂ組 Ｋさん ：満月を カメラ越しに見る 現代人 

２年Ｄ組 Ｌさん ：しわのない 浴衣と帯が 寂しくて  

３年Ａ組 Ｍさん ：宛のない 誰かの手紙 流れ星  

３年Ｂ組 Ｎさん ：宿題の 集中切らす セミの声 
３年Ｂ組 Ｏさん ：夏休み 心折れても 受検生 

３年Ｃ組 Ｐさん ：月光や 遠ざかる足の 短調 

 

 

 

決定事項を全校生徒に伝える生活委員 

長のＡさん（放送朝礼にて） 

 

 

校則検討委員会を開催し「廊下に出る時の上着の着用」について検討しました。 

全校生徒の意見を説明する

生活委員長のＡさん 

 


